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研究実績 

の概要 

【背景】今般の新型コロナウイルス感染拡大下において臨地実習が困難となり、本学でも

Teamsによる紙上患者を用いたオンラインによる実習、時間を短縮した実習を余儀なく

された。課題として、看護技術の習得が困難であったこと、オンライン実習では臨床実

践能力の獲得が困難であることがあげられる。感染症流行下であっても、実践的で質の

高い教育が行えるよう新たな教育手法の導入が必要となる。 文科省は、ウィズコロナ

時代の新たな医療に対応できる医療人材養成事業（令和 3年度）を行い、本学看護学科

の取り組みが採択された。この事業は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、医療人

材養成課程の学生等が患者を対象に行う実習が中止・縮小される中で、現在、いわば補

完的に実施されているオンライン教育やシミュレーション教育を、デジタルトランスフ

ォーメーション（DX）の技術を活用して大幅に向上させ、新型コロナウイルスの感染拡

大以前の水準以上の実践的な教育プランを構築し、即戦力となり得る高度な医療人材を

継続的に養成するものである。 本学科では、「VR（Virtual reality）シミュレータを

導入し、シミュレーションのミラーリングによる学生間の多様な気づきに基づき、フィ

ジカルアセスメント・臨床推論能力を高める演習プログラムの実施」等が計画された。

VRを用いた看護技術演習は、興味や関心が高まる、動機付けができる（石井，2021）と

言われる。また教材として、手技の理解のしやすさ、疑似体験できる、集中できるとい

ったメリットがあげられる（渋谷，2020）。 

 

【方法】  

1）研究対象者：看護アセスメント学を受講した 3年生40名。 

2）VR 教材：コミュニケーションプランニングの「看護教育用 VR 教材」のうち、            

老年看護学「アルツハイマー型認知症患者の RFAに伴うケア」を使用した。 

3）演習方法：5～6 名のグループで実施。看護師役の学生が VR ゴーグルを着用し、患者

の対応を行った(10分)。実施中はiPadでミラーリングを行い、グループ内で共有した。

実施後にデブリーフィングを行った。 

4）評価：目標の到達度、ARCS評価、自由記載等。 

【結果】 

 34名から回答を得た（回収率 85.0％）。VRを用いたシミュレーション演習の目標に対

する学生の評価は、「十分に達成した」・「やや達成した」を合わせて各項目が８割程度

であった(図 1)。ARCS評価では、演習に対する学生の「関心（Attention）」の項目が高

かった。 

※ 次ページに続く 
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【考察】 

学生による演習目標の達成度は高く、演習プログラムはおおむね良好であったと考えら

れる。達成できなかったとする学生もいることから、看護師役として VRを経験しなかっ

た場合、学習へのコミットメントが低下している可能性が予想される。デブリーフィング

時にグループダイナミクスが働くよう支援が必要である。 
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図１：VRを用いたシミュレーション演習の到達度
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